
テクスチャ構造を有する ZnO:Al薄膜上への ZnOナノロッドの成長 

 ZnO nanorod arrays grown on textured ZnO:Al transparent conducting films. 
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【背景】近年、ZnOナノロッド(ZnO-NRs)アレイを用いた色素増感型太陽電池(DSSC)が研究

されている[1]。ZnO-NRsアレイを用いた DSSC は、ナノ粒子を用いたものと比べて短絡電

流密度(Jsc)が低い。ZnO-NRsアレイを用いた場合、光の散乱が起こりにくく、光路長が短く

なる。その結果、色素による光吸収量が減少し、小さな Jscにつながっているものと予想さ

れる。そこで、我々は光吸収量を補完するために電極にテクスチャ構造を作ることを考え

ている。しかし、テクスチャ構造の電極に ZnO-NRs が成長するかどうかは不明である。 

【実験】スパッタリング法によって ZnO:Al(AZO)膜を作製した。その AZOを pH1.52 の塩

酸で 1分間エッチング処理を行い Fig. 1のようなテクスチャ構造にした[2]。その上に、硝

酸亜鉛六水和物と水酸化ナトリウム水溶液を用いて水熱合成法を行うことで ZnO-NRsを成

長させた。形状の評価に走査型電子顕微鏡(SEM)を用いた。 

【結果】SEMによる観察を行った結果、AZO のテクスチャ構造を反映した、凹凸のある

ZnO-NRs アレイが成長していることがわかった[Fig. 2 (a)]。つまり、ZnO-NRsが AZO に垂

直に成長している。断面を観察すると[Fig. 2 (b)]、成長した ZnO-NRsはロッド状になってお

り、密に ZnO-NRsが成長していることがわかる。現在、これを用いて DSSC を作製するこ

とに取り組んでいる。この取り組みについて当日報告する予定である。 
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Fig. 2 テクスチャ AZO 上に成長させた

ZnO-NRsの表面(a)、断面(b)の SEM像 

Fig. 1 エッチングを行った

AZO の表面の SEM像 
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